
講習会報告書

エス・エー・アイ構造設計㈱ 松平

・内容  ：「免震を想定した地盤調査及び設計用入力地震動に関する」講習会

・日時  ：2023 年 6 月 29 日

・受講形式 ：対面形式＆オンライン形式

・受講者 ：松平、菊川、本田

●概要

１．免震建物を想定した地盤調査

・免震建物の地盤調査では、一般的な標準貫入試験、孔内載荷試験、液状化の検討などに加えて、PS 検層

や常時微動測定、動的試験などを行う。

・PS 検層や動的試験は設計用入力地震動作成のための情報として、常時微動測定は固有周期や地盤種別

の判定のための情報として活用する。

・土の性状は場所によって多種多様であり、既往の文献を参考にする場合は、その対象範囲や条件などをよ

くよく吟味した上で行うこと。

・公開されている警固断層位置は、トレンチを実施していない場所はあくまで推定位置である。また、地図上

では線で表現されていたとしても実際には複雑な形状をしているため、断層近傍で計画する場合は断層の

影響を慎重に判断する必要がある。

２．性能評価のための設計用入力地震動・作成手法の概要と計算例

・設計用入力地震動として、告示波、サイト波、既往波、南海トラフ地震による長周期地震動が用いられる。

・サイト波の作成手法には、半経験的手法、理論的手法、ハイブリッド法があり、対象とする地震動に見合った

手法を選択する必要がある。

・長周期地震動は、10 地域区分に対して擬似速度応答スペクトルが定められており、地域によっては告示ス

ペクトルの 2 倍の値が設定されている。

・長周期地震動は、10 地域区分以外でも観測データに基づく基整促の方法を用いて作成することができる。

３．表層地盤の地震応答解析・概要と実例

・表層地盤の地震応答解析に用いる手法として、線形解析、等価線形解析及び逐次非線形解析がある。

・主に適用される地震動の成分として、線形解析は上下動、等価線形解析及び逐次非線形解析は水平動へ

用いられる。（線形解析を水平動へ適用する場合、Vs=400m/s 超の固い地盤であるときに用いる。）

・各解析手法の適用範囲を見極め、適切な解析手法を用いることが重要である。

・逐次非線形解析においては、パラメータ設定が複雑であり、解析者によって結果が変わることがあるため、

慎重に設定・判断することが重要である。
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●所感

免震建築物に限らず、地盤調査計画のような建築計画の初期段階から携わった経験はまだない。構造物

そのものの設計に注力することはあっても、耐震性能に大きな影響を及ぼす地盤状況をとことん深く考察する

ことはあまりない。本講習会ではこうした情報のさわりを収集する方法を仔細に学ぶことができ、大変貴重な時

間であった。

「仏作って魂入れず」という言葉があるが、構造物の設計に多大な時間を費やしたものの、肝心の足元の情

報があやふや…といったことがないよう、バランス感覚を身に付けていきたい。（松平）

構造設計を行う上で、適切な地盤調査（計画）、地盤調査結果を見極めることは大変重要であると再認識

できた。地域による地盤の特性・特徴や調査結果からわかる一般的な傾向について、これから経験を重ねて

いく上で蓄積していきたいと感じた。また、免震建物を設計するにおいて、一般耐震建物では行われない調

査を行う必要があるということ、何故その調査が必要となるのか理解した上で地盤調査計画を行うことの重要

性が理解できた。

各解析手法等の結果の比較をわかりやすく説明いただき大変有意義な時間であった。（菊川）

各地盤調査試験の特徴や地質-試験結果関係の一般的傾向などを正しく理解し、地盤調査から読み取れ

る情報感度を高めていきたい。（本田）

最後に、本講習会を企画してくださった JSCA 九州支部（応答制御設計部会・基礎地盤系部会）の方々、

講演を行ってくださった講師の方々へ厚くお礼を申し上げます。
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●プログラム（要綱より抜粋）

以上


